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大日本印刷と UBE  

材料分析分野における新たな価値創出に向けた合弁会社で協業推進へ 

 

大日本印刷株式会社（本社:東京都新宿区 代表取締役社長:北島義斉 以下:DNP）と、UBE 株式会

社（本社：山口県宇部市 代表取締役社長：泉原雅人 以下:UBE）は、素材分析における新たな価値

創出を目指し、2024年 4月より合弁会社にて協業を開始することに合意しました。DNPは UBEのグル

ープ会社で有機、無機および高分子化合物の分析を行う株式会社 UBE 科学分析センター（以

下:USAL）の発行株式 66.625％の株式取得を通じて、UBE と共同で USAL を運営します。また、UBE

は 33.375%の株式を引き続き保有することで、USALは両社の合弁会社となる予定です。 

 

 

 

【株式譲受の目的】 

DNP は、光学フィルムなどの「デジタルインターフェース関連」、「半導体関連」、「モビリティ・産業用高

機能材関連」などを注力事業領域と定め、付加価値の高い新製品の開発を推進しています。それらを

支える技術の深耕や技術の掛け合わせによる新しい価値創出、知的財産の戦略的確保を目的に、

開発に必要な分析・評価に強みを持ち、高度な分析技術や機器、専門人材を有する USAL をグルー

プ会社にします。USAL との連携により知的財産の面から事業ポートフォリオを強化します。 

UBE は独創的な技術力と革新的なモノづくりで社会課題の解決への貢献を目指しています。2022 年

4 月に宇部興産から UBE へ社名変更を行い、中期経営計画においては「スペシャリティ化学の成長」

と「地球環境問題への貢献」を両輪とする持続的成長を打ち出し、事業構造改革を推進しています。ま

たスペシャリティ化学領域では、新規事業の創出に向けたマーケティング活動を通じて、顧客のニーズ

に応えることを主眼とした技術戦略を策定し、取り組んでいきます。 

DNP と UBE は、4 月 1 日より合弁会社として USAL を運営することを機に、UBE の素材技術や DNP

の持つ加工技術などを活かした相乗効果の創出に向けた協業も検討していきます。 

 

News Release 

写真左：USALが一部使用する UBE宇部研究所新館（山口県宇部市）右：測定作業例 
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【報道関係者からのお問い合わせ先】 

大日本印刷株式会社 IR・広報本部 池澤 TEL: 050-3753-0027 e-mail:Ikezawa-T3@mail.dnp.co.jp 

UBE 株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ 堀江  

TEL：070-4024-6022 e-mail:contact_pr@ube.com 

【USAL の概要】 

1987年に宇部興産（現：UBE）の研究開発部門から分析・評価グループが分離・独立して誕生。有機、

無機、各種材料の組成分析、構造解析、表面分析、形態観察、超微量分析、安全性評価など種々の

分析・評価を自動車、エレクトロニクス、ライフサイエンスをはじめとする様々な業界へ提供。 

社名 株式会社 UBE科学分析センター 

所在地 東京都港区新橋 2丁目 20番 15号 新橋駅前ビル 1号館 501号室 

代表取締役社長 吉田洋一 

事業内容 自動車・電子・医療などに関する工業材料などの分析・試験 

資本金 4,000万円 

設立 1987年 4 月 1日 

従業員数 125名 

株主 UBE株式会社 100% 

※記載されている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

※ニュースリリースに記載された内容などは発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがありますので、

あらかじめご了承ください。 
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